
基調講演 

 
 

基調講演 1 

日時 11 月 26 日（水） 9:00～10:00 

場所 A 室（講堂） 

司会 前田 義男（本田技術研究所） 

講師 大津 啓司（ＡＩＣＥ理事長・本田技術研究所） 

演題「内燃機関技術開発の現状と産学連携の重要性」 

 

 

基調講演 2 

日時 11 月 28 日（金） 9:00～10:00 

場所 A 室（講堂） 

司会 内田 登（新エィシーイー） 

講師 鈴木 孝（元日野自動車副社長） 

演題「Innovation を求める」 

 
  



パネルディスカッション 

 

 

テーマ 
「エンジン研究，いま起死回生に向けて，日本の産学官は何に取り組むべきか？」 
 
趣旨 
 近年，欧米の革新的な研究開発の成功と韓国や中国を初めとする新興国の台頭に
より日本のエンジン開発は，かつての輝きが色あせ，競争力を失ってきている．我々
は，これらを払拭し，①継続的に日本が発展するために，どのように取り組んでい
くべきか？若手研究者やエンジニアを中心に議論を行い，広くオーディエンスに訴
求する． 

 特に，②欧米との研究開発の違い，③若手研究者の育成・権限移譲，④SIP など
産学官の新しい取り組みについて議論を実施する． 

 

日時 

11 月 27日（木） 9:00～11:30 

 

場所 

A室（講堂） 

 
司会 
秋濱 一弘（日本大学） 

 
モデレータ 
飯田 訓正（慶應義塾大学） 

 
パネリスト 
(1) 川那辺 洋（京都大学） 

 『エンジン燃焼における基礎研究と応用研究』 

(2) 山崎 由大（東京大学大学院） 

 『エンジン制御研究と産学官連携の意義』 

(3) 松村 恵理子（同志社大学） 

 『噴霧・燃焼の基礎研究と製品開発 』 

(4) 三好 明（東京大学大学院） 

 『燃焼反応研究ができること』 

(5) 寺地 淳（日産自動車） 

 『エンジン開発における企業から見た日本の大学に期待すること』 

(6) 長谷川 亮（トヨタ自動車） 

 『欧州の産学連携の例と日本の産学連携に対する企業の役割，エンジン開発実務者の期待』 

(7) 嶋林 ゆう子（科学技術振興機構（JST）） 

 『SIP「革新的燃焼技術」による産学官連携の新たな挑戦』  



先端技術フォーラム 

 
 
テーマ 

「エンジンシステムのさらなる高効率化・低公害化を支える最新の計測・解析

技術」 
 

趣旨 

 エンジンシステムのさらなる高効率化，低公害化を支える計測・解析技術に

関して，エンジン個々の要素技術として上流から噴霧，燃焼，排気後処理につ

いて，それぞれの最新技術動向を紹介する． 

 

日時 

11 月 28 日（金） 14:55～17:25 

 
場所 

A 室（講堂） 

 
司会 

小熊 光晴（産業技術総合研究所） 

 
講演 

(1) X 線を用いた燃料噴射ノズル内部及び近傍流動の詳細解析 

  文 石洙（産業技術総合研究所） 

(2) 直接数値計算（DNS）による乱流燃焼解析 

  店橋 護（東京工業大学大学院） 

(3) 詳細反応と流体を一体化する高効率解析モデルと手法の構築 

  －ノッキング現象の解明を目指して－ 

  寺島 洋史（東京大学工学系研究科） 

(4) 噴霧・燃焼の可視化技術 

  中瀬 義博（日本自動車部品総合研究所） 

(5) DPF による排気後処理システムのモデル化 

  山本 和弘（名古屋大学） 

 
 


